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第Ⅰ章　はじめに

神尾・東横地地区は、牧之原台地から延びる丘陵地を茶の栽培と牛測川によって形

成された肥沃な沖積平野による稲作・レタス栽培が行われている農村地帯である。近

年、この地域は周辺の工業化によって交通量の増加による道路の整備や宅地化などの

生活環境の問題が生じ、さらに農業構造の変化など農村地域をとりまく環境は高度成

長期以来変貌を遂げている。このような状況下、活力に満ちた水田農業と快適で便利

な農村らしい居住環境づくりをめざして、水田の圃場整備、これと一体的に新規宅地

や集落道路やコミュニティーセンターなどの生活環境整備を進めることを目的に平成

7年度より神尾・東横地地区県営農村活性化住環境整備事業が行われることとなった。

この事業では、農業生産基盤整備としての圃場整備、生活環境基盤整備としての道路・

排水路・宅地の整備、環境施設整備としての公園・公流施設の設置などの基本構想か

らなりたっている。その内、圃場整備では26．6haを対象として100mx30mに耕地を

区画整備するものである。平成8年7月24日付け中遠農整第67号で、静岡県中遠農林

事務所より菊川町教育委員会に神尾・東横地地区県営農村活性化住環境整備事業にお

ける文化財の所在の有無の照会が提出された。計画内には、横地城跡をはじめ多数の

文化財が所在するため同年8月4日付け菊教第415号で文化財の所在について回答を行っ

第1図　位置図
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た。同年8月30日に静岡県教育委員会・菊川町教育委員会・静岡県農地整備課・静岡

県中速農林事務所・菊川町土地改良課の4者で文化財の取り扱いについて協議がもた

れた。その結果、圃場整備計画内に分布する遺跡について早急に範囲と性格を把握す

ることを目的に範囲確認調査を行う必要が生じた。これに伴い、平成8年2月29日よ

り3月14日にかけて範囲確認調査を実施する事となった。なお、事業計画内には周知

の遺跡が多くの分布しているため混乱をさけるため事業名として杉の谷遺跡発掘調査

と呼ぶことにした。

第Ⅱ章　位置と環境（第2図）

杉の谷追跡は、JR菊川駅より南へ約4kmに位置する。遺跡は、牛測川によって形

成された沖積平野に立地し現況は水田となっている。この沖積平野は、北側の神尾原

第2園　遺跡の位置と周辺遺跡
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丘陵、南側の杉の谷原丘陵に挟まれた狭陰な平野である。

牛渕川は、一級河川で牛測北部の牧之原台地より源を発し、牛測地区の長者原から

小沢へ南流し神尾住川橋付近で支線と合流し流れを西にかえ遺跡の所在する少し北を

南下する。その後、横地地区を横断し町境の小笠町平川法華橋付近で大きく南に流れ

を変えて遠州灘へと流れる。川は、改修以前は蛇行し、しばしば氾濫を繰り返し神尾

地区の水田地帯に大きな被害を与えてきた。沖積地の一部には、砂利層が幾重にも重

なった状態での堆積が遺跡の調査によって観察されている。牛測川の地形は、牛測川

の流路変遷によって旧河道がいくえにも走り、それに伴い高地や後背湿地も複雑に入

り組んで形成されている。遺跡の多くは、これらの微高地に分布し、当遺跡もその一

つである。

牛渕川流域における遺跡地図の分布状況をみると、この地域に人が住み始めたのは、

縄文時代で宇藤遺跡（1）など地形的にもやや小高い丘陵上にも認められる。芋藤遺

跡では、共立総合菊川病院の建設に伴い調査された際中期の住居跡が確認されている。

後期から晩期にかけての身打原遺跡（15）が所在するがその性格は調査されていない

ため明らかでないが集落跡と考えられる。この地域は、比較的縄文時代の遺跡の分布

は少ない。縄文時代晩期以降、弥生時代中期まで遺跡の分布は確認されていない。弥

生時代後期には、芋藤遺跡のように低丘陵部に集落が形成される。古墳時代後期にな

ると集落跡は確認されていないが、宇藤古墳群（2）がある。この古墳群は、横地側

の斜面に横穴群と尾根に高塚古墳群からなる。この時期以降、丘陵での生活の直接的

舞台から離れ立地的条件は沖積平野へと移行すると思われる。

沖積平野に人々が生活の場として現れるのは奈良時代頃と考えられる。この時期の

遺跡は、室町時代にかけての複合遺跡となっており、杉の谷遺跡（13）をはじめ大平

遺跡（14）や杉の谷橋遺跡（11）などが分布している。この地域が生活の場として最

も栄えたのは、鎌倉時代から室町時代でちょうど鎌倉御家人横地氏が当地の地頭とし

て君臨した時期にあたる。この横地氏は、遠江でも有力な土豪で15世紀に今川氏に滅

ぼされるまで横地を中心に勢力を拡大し政治経済に強い影響力をもっていた。この横

地氏に関連する遺跡は、横地城（10）をはじめ宇藤砦（3）、殿ヶ谷遺跡（7）、横地

城西遺跡（6）、藤丸館遺跡（8）、武衛原遺跡（9）や沖積地の遺跡もその時期のも

のである。横地氏が滅んだ以降比較的遺跡は少なく江戸時代には旗本領として当地区

が小分割され政治経済の主導権を失っていった。中世の時期の面影は薄く、横地氏と

共に歴史上表舞台から姿を消すこととなった。

今回の杉の谷遺跡の発掘調査では奈良時代から中近世にかけての遺物が検出されて

おり、遺跡の性格を検討する上で重要であり、今後この地域の歴史解明の資料を提供

していると言えよう。
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第Ⅲ章　調査の概要

第1節　調査の方法

調査は、圃場整備事業計画33．4haを対象面積とした。調査面積が広く混乱をさける

ため、横地地区と神尾を二地区の三地区に分けて行った。横地地区は、杉の谷から横

地にかけての13．6haでA地区とした。神尾の大平地区の10．1haをB地区とした。さら

に神尾の山脇地区の9．7haをC地区とした。各地区ごとに、1mxlmのダリットを

設定した。各ダリット名は、地番の小さい数字より1．2．3と呼ぶことにした。調

査方法は、機械と人力によって表土並びに耕作土を除去後、基盤層まで人力で発掘し

た。断面を精査し、遺構と遺物包含層の検出に努めた。そして、断面の計測と完掘写

真撮影を行った。現地の作成図は、基本的に20分の1の縮尺を原則として必要に応じ

10分の1の縮尺で行なった。基準測量については、県道川上菊川線の歩道に設置され

た3級基準点A－H115（16．241m）から移動して定めた。調査に伴う写真撮影には、

6×7版カメラ（白黒フイルム）と2台の35mm版カメラ（白黒及びリバーサルフィ

ルム）を使用した。掘削については、季節的に耕作する時期にあたりトラクターが沈

まないように掘削範囲は極力最小限に留めた。埋め戻しについても、土が変らないよ

うに土層に従って順に数cmづっ転圧しながら埋め戻しを行った。

第2節　土　層

調査範囲が広く、土層については地区によって堆積状態や水位の高さによって色調

に変化が見られたり幾重にも重なった複雑な層もあったが、基本的な土層については

以下のとおりである。

1層　耕作及び表土層で、盛土もこの層の範囲とした。

2層　灰色砂質土は、水田の耕作土と同一層で中世の遺物を含んでいる。

3層　暗灰褐色砂質土で、炭化物や植物など混ざりがあり絞りの無い土となってい

る。また、遺物包含層ともなっている。

4層　基盤の灰茶褐色砂質土である。上面では中世の生活面となっている。

5層　灰青色粘質土は、シルト層で混ざりのない土である。

6層　河川の氾濫によって堆積した少し小粒な川砂である。

7層　この層は粘質の強い土で暗灰青色となっている。神尾地区のB地区からA地

区の杉の谷にかけて分布する。

8層　茶色砂質土である。4層と土質的には変化がなく水位の関係で色調が変化し

ている部分もある。

9層　丘陵に形成された黒土の流れ込みによる灰黒色粘質土である。

10層　暗灰色粘質土は、9層に近い土層で粘質が強い。
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A地区（第3～5図）　この地区は、牛測川と奥横地川の間でダリット47箇所を設

定し調査を行った。調査の結果、この地区は大きく三地点に分けることができる。

1．杉の谷地点　ダリット1～6・17～22・30～38・42の範囲で、4層の基盤層が安

定した微高地となっている。遺物は、山茶碗をはじめ奈良時代の遺物が出土している。

2．杉の谷橋地点　奥横地川の改修によって地形が変化しダリット10・12・15・16

は、6層が顕著に見られ旧河川敷であろう。ダリット13からダリット11にかけて、4

層が見られるほか、遺物も多く出土している。この範囲が遺跡の可能性が高い。

3．明体地点　ダリット39～41・46・47の範囲である。ダリット39は、標高が高く

ダリット40・41と西へ行くに従って地形が低くなる。包含層は、ダリット47以外は部

分的に広がりが見られる。遺物は、ダリット39よりまとまって出土している。

以上の地点以外のブリット23～29・43～45の烏帽子、出崎、四通田、百々の地点に

ついては、水位の関係で土層観察が難しく正確な資料を得ることが出来なかった。

第3図　A地区調査区
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B地区（第6・7図）　この地区は、牛渕川より北側の沖積地でダリット33箇所を

設定した。田畑は、戦後の耕地整理によって5aに区画され北から南に向って傾斜し

ている。調査の結果、地形によって三っの地点に分けることができる。

1．森口地点　当地区の最も西側でダリット1～7の範囲であるダリット1・2

は、1m以上牛渕川の堆積によって旧地盤が埋っている。この地区には、9層が部分

的に広がりがみられ。この層は、北側に広がる丘陵部に卓越した黒ボク土の流れ込み

によって形成されたものである。包含層は、ダリット1・2に検出されている。遺物

は各ダリット内から出土している。

2．大平地点　ダリット18～23の範囲である。この地点は4層が顕著に見られ安定

した堆積となっている。この地点では、牛渕川に近い地点に集中して遺物が出土して

いる。ダリット21から31・32の範囲が遺跡の中心と判断され。

3．神尾地点　この地点は、最も北側で集落の近くにあたりダリット8～17の範囲

である。生活面となる3・4層が認められず、7層が厚く堆積している。全体に水位

が高く沼状な地質となっている。周辺の丘陵部の地形から判断して、南北に谷が入り

込んでいた地点と考えられる。

以上のことから3・4層が堆積している1地点のダリット1・2と2地点の一部が当

時の微高地であり遺跡の可能性が高い。

第6図　B地区調査区
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C地区（第8・9図）　この地区は、牛測川より南側で身打原と芝原の間の範囲で

ある。調査ダリットは、当初広範囲に設定する計画であったがレタス栽培の季節であっ

たため耕作上の問題で19箇所に留めた。調査の結果は、以下のとおりである。

1．ブリット1・2・7・8地点は、旧河川敷にあたり川砂の堆積が数mに達する。

2．ダリット3～6地点は、上層に川の氾濫による堆積と考えられる6層が見られ

るが、その下層に4層が安定し堆積している。また、須恵器が4層内より出土している。

3．ダリット9～12の地点は、3・4層が顕著に見られる。当地点とダリット3～6

地点とは4層の標高がほぼ同じ高さにあたり、両地点を結んだ地域が微高地であった

可能性が強く遺跡の範囲を判断するに良好な資料と考えられる。

4．ダリット17～19は、この地区では地盤が高い地点となっている。4層は、絞っ

た土となっている。遺物は、ダリット19より土器が出土している。

5．ダリット13～16地点は、4層が部分的に分布する。グリット14では、シルト層

が高位地点より検出され、水位も高くなっている。以上のようにダリット17～19に近

い地質となるが農道を境に西側では土層に違いが認められる。

以上のことより、ダリット3～9を結ぶ地点とダリット17～19の周辺には安定した

4層が見られることより遺跡の所在を考えるには有力なものとなろう。しかし旧河川

敷を除く他の地点については、調査資料の不足のため今後の課題となろう。

属

第8国　C地区調査区
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第3節　遺物

今回の調査で出土したのは土器で全て小破片である。土器は、須恵器・山茶碗・土

師器・舶載陶磁器などがあり図示できたのは31点である。図示できなかった遺物も含

めて各ダリットごとに記述する。

A－1　土師器が2点出土し、その内1点が弥生土器の可能性がある。

A－2　奈良時代の須恵器1点、土師器の聾1点出土している。

A－5　古墳時代後期の杯身の口縁部（1）が出土している。口径は7．0cm、最大幅

9．0cmを測る。色調は灰色舌で焼成は良好である。

A－11奈良時代から平安時代の遺物が多く出土している。図示できたのは2～9の8

点である。2～6は、灰粕陶器の碗である。7～9は土師器である。7・8

は聾の破片で同一個体の可能性がある。7の口径は20．6cmで、口縁部が外反

するものである。胎土中に雲母を多く含む。9は、内面が黒色の皿である。

A－12　近世のかわらけが1点出土している。

A－17　山茶碗の休部片1点と摩滅した土師器が1点出土している。

A－2015世紀後半の天目茶碗（10）が出土。天目茶碗は、柚薬が鉄柚で休部下部

を露胎している。

A－23　かわらげの口縁部が出土している。

A－30　摩滅した土師器が1点出土している。

A－34　山茶碗の休部（11）が出土している。

A－36　山茶碗の小片2点と近世の志戸呂1点が出土している。

A－3912～14の3点が出土している。12は小皿で、口径8．8cm、器高1．9cm、底部

4．2cmを測る。13は、小碗の底部である。14は、施柚陶器である。

A－41土師器が1点出土している。

A－4515・16の2点が出土。15は山茶碗の破片で高台は低く三角形となる。16は

かわらけの口縁部で器壁は薄く焼は良好である。鎌倉期のものである。

A－46　奈良時代の土師器聾が出土している。

A－4717は奈良時代の聾の破片で内外面にハケ調整が施されている。器壁は薄く、

焼成は硬い。胎土中に雲母を含む。

B－112世紀後半の皿山古窯製品の小碗（18）が1点出土している。

B－2　須恵器の壷（19）と輪花碗（20）の2点が出土している。

B－3　山茶碗（21）の底部は、高台が丁寧な作りで11世紀前半のものと思われる。

22はかわらけの底部で、ロクロ成形のものである。

B－5　土師器が1点出土している。

B－6　須恵器の壷の休部と山茶碗と土師器が各1点出土している。

B－7　近世志戸呂の土器片が1点出土している。
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A地区（杉の谷地区）
地　　番 儷x��ﾘ"�出土遺物 

1 鼎sB�15．733 ��ｲ�

2 鼎sR�15．893 ��ｲ�

3 鼎���15．883 ��

4 鼎�(�ﾃ��15．933 ��

5 鼎ド�ﾃ"�16．043 ��ｲ�

6 鼎店�ﾃ�b�15．483 ��

7 鉄���16．583 ��

8 鉄���ﾃ��16．663 ��

9 鉄���ﾃ��16．713 ��

10 �3����ﾃ��15．607 ��

11 �3��"�15．323 ��ｲ�

12 �3��h�ﾃ��15．477 ��ｲ�

13 �3����ﾃ��14．857 ��

14 �3��(�ﾃ��14．787 ��

15 �3��H�ﾃ��14．887 ��

16 �3�#��ﾃ��15．617 ��

17 �3�#��15．347 ��ｲ�

18 �3�3"�15．377 ��

19 �3�3R�15．107 ��

20 �3�3��15．027 ��ｲ�

21 �3鼎x�ﾃ��14．947 ��

22 �3鉄H�ﾃ��15．353 ��

23 �3田R�15．173 ��ｲ�

24 �3都b�15．153 ��

25 �3塔��15．153 ��

26 �3涛b�15．373 ��

27 鼎��2�15．143 ��

28 鼎����15．483 ��

29 鼎��R�15．253 ��

30 鼎�C��ﾃ��15．353 ��ｲ�

31 鼎�CH�ﾃ��14．993 ��

32 鼎�CX�ﾃ��15．013 ��

33 鼎�Ch�ﾃ��15．053 ��

34 鼎�S��ﾂ�15．713 ��ｲ�

35 鼎�S�8ﾂ�15．753 ��

36 鼎�cr�15．843 ��ｲ�

37 鼎�c��15．863 ��

38 鼎�c��15．993 ��

39 鼎�店�ﾃ��16．887 ��ｲ�

40 鼎�塗�ﾃ��16．567 ��

41 鼎�度�ﾃ��16．307 ���B�

42 鼎��(�ﾃ��15．693 ��

43 鼎����15．177 ��

44 鼎��2�15．553 ��

45 鼎��R�15．643 ��ｲ�

46 鼎�C��17．237 ��ｲ�

47 鼎�Ch�ﾃ��17．617 ��ｲ�

B地区（大平地区）
地　　番 儷x��ﾘ"�出土遺物 

1 �#���ﾃ��15．46 ��ｲ�

2 �#�8�ﾃ��15．45 ��ｲ�

3 �##h�ﾃ��ﾂ�16．34 ��ｲ�

4 �##h�ﾃ�8ﾂ�16．33 ��

5 �##��ﾃR�16．01 ��ｲ�

6 �#3��ﾃ��15．79 ��ｲ�

7 �#3x�ﾃ��16．24 ��ｲ�

8 �#S��ﾃ��16．39 ��

9 �#S8�ﾃ��16．71 ��

10 �#SR�16．45 ��

11 �#Sb�16．42 ��ｲ�

12 �#c��ﾃ9�ﾂ�16．49 ��

13 �#c��ﾃ98ﾂ�16．49 ��

14 �#cx�ﾃ"�16．74 ��

15 �#s��ﾃ��16．86 ��

16 �3���ﾃ"�16．86 ��

17 �3�(�ﾃ��16．75 ��

18 �3#8�ﾃ��15．867 ��

19 �33��15．827 ��

20 �33H�ﾃ��15．847 ��

21 �3CX�ﾃ��15．897 ��

22 �3CX�ﾃ"�15．927 ��

23 �3SB�16．047 ��

24 �3SR�15．967 ��

25 �3c��ﾃ��16．007 ��

26 �3c��ﾃ"�15．937 ��

27 �3c��16．077 ��

28 �3s��16．287 ��

29 �3s��16．277 ��

30 �3ス�ﾃ��16．207 ��ｲ�

31 鼎�(�ﾃ��16．227 ��ｲ�

32 鼎�b�16．367 ��ｲ�

33 鼎���ﾃ"�16．467 ��

C地区（山脇地区）
地　　番 儷x��ﾘ"�出土遺物 

1 鉄�h�ﾃ��16．161 ��

2 鉄#8�ﾃ��16．581 ��

3 鉄c��17．339 ��ｲ�

4 鉄cH�ﾃ"�17．429 ��ｲ�

5 鉄ch�ﾃ��17．409 ��

6 鉄ch�ﾃ"�17．429 ��ｲ�

7 鉄ベ�ﾃ���18．467 ��

8 鉄ベ�ﾃ���18．527 ��

9 鉄度�ﾃ��17．269 ��

10 鉄唐�17．289 ��

11 田���ﾃ��17．269 ��

12 田���ﾃ���17．309 ��

13 田Ch�ﾃ��17．669 ��

14 田Sb�17．709 ��

15 田c(�ﾃ��17．989 ��ｲ�

16 田s"�18．039 ��

17 田���ﾃ��18．259 ��

18 田�(�ﾃ��18．439 ��

19 田�8�ﾃ"�18．459 ��ｲ�

第1表　ダリット一覧表
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B－11

B－30

B－31

B－32

C－3

C－4

C－6

C－15

C－19

まとめ

須恵器の杯類の破片が1点出土している。

舶載陶磁器の碗（23）が出土している。

B地区で比較的にまとまって遺物が出土している。24～27の4点が図示出

来た。24・25は土師器で、24は高林、25は内面黒色土器である。26・27は

山茶碗期の小皿の破片で13世紀のものである。

山茶碗期の小皿1点とかわらけが数点出土している。

近世の瀬戸・美濃産の丸碗の口縁部と土師器が各1点出土している。

須恵器の破片が出土している。

土器が6点出土している。図示できたのは、28の須恵器の壷と29の土師器

壷の底部の2点である。他は土師器である。

30は常滑の大聾の破片である。

山茶碗期の小皿（31）が出土している。

今回の調査は、季節的に少し遅いため掘削範囲は最小限に留めざるおえないことや

レタス栽培によって調査地点が限定されるなど決して遺跡の性格や範囲を確定するに

は余り良い調査とは言い難いが各地区で成果を上げることができた。各地区の説明の

中で遺跡っいて記述したのでそれを参照にして頂きたい。全体に遺跡の範囲を検討す

ると、当初周知の遺跡として判断された範囲とあまり変化がないことが明かとなった。

時代については、奈良時代から室町時代のものが主体で、一部小規模であるが弥生時

代から古墳時代の遺跡が存在する可能性が秘められている。性格については、調査区

が小規模であったため明確には判断できないが、A地区の杉の谷橋地点と明体地点は

集落跡と考えられる。杉の谷地点では、溝状の遺構が検出しているが広範囲に広がっ

ているため今後の検討が必要である。B地区の大平地点も杉の谷地点と同様と判断さ

れる。C地点は、今回の調査では散布地としか判断できない。

以上のように断片的なことしか明らかにすることは出来なかったが、当時の河川の

流路の変遷が遺跡の所在や範囲を的確に判断する基準となろう。また、遺跡の性格を

判断するには中世では、横地氏の動向を的確に把握する必要があろう。なぜならば、

横地氏の中心部が奥横地側とするならば、神尾はその中心を防御する北側の玄関にあ

たるため横地氏がどの様にこの地域を開発しムラを構成していたか、当時の歴史を解

明するには重要な意義があり、この地域の遺跡の分布がそれを語る責重な資料となる

からである。古代については、中世に爆発的に開発が行われるための基盤作りとなる

もので変遷を検討するには重要なものである。
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おわりにあたり、本原稿をまとめるにあたって小野正敏、原贋志、斉藤慎一、山口

三夫、鈴木哲太郎、宮城芳雄、福井貴義、杉山庄市の諸氏からご教示・指導を戴いた。

末尾ながらここに記して深く感謝申し上ます。

杉の谷遺跡発掘調査報告書
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